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玉
川
村
議
会
６
月
定
例
会
は
、
６
月
５
日
か
ら
10
日
ま

で
の
６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
玉
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
を
は
じ
め
、
令
和
７
年
度
お
よ
び
令
和
８
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
、
報
告
３
件
、
議
案
25
件
、
請
願
１

件
の
全
29
件
を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

６月定例会の
あらまし

　
各
補
正
予
算
案
で
は
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
の
ほ
か
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
の
増
額
の
案
が

そ
れ
ぞ
れ
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
一
般
質
問
で
は
、
５
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
政
に
お

け
る
当
面
の
重
要
課
題
や
今
後
の
施
策
に
つ
い
て
、
村
執
行
部

へ
質
問
を
行
い
、
そ
の
考
え
や
見
通
し
を
質
し
ま
し
た
。

　

国
の
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
金
制
度
」
の
導
入

に
伴
い
、
本
村
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

今
回
改
正
さ
れ
る
条
例

に
は
、
毎
年
度
見
直
さ
れ

る
医
療
費
の
増
大
な
ど
に

よ
る
税
額
・
賦
課
限
度
額

の
引
き
上
げ
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

■
新
た
に
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
金
」
を
創
設

　

令
和
８
年
度
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
税
に
従
来
の

医
療
給
付
費
分
や
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
な
ど
に
加

え
て
、
新
し
く
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
納
付
金
分
が

追
加
さ
れ
ま
す
。

　

一
人
当
た
り
の
平
均
負

担
額
は
年
額
３
１
２
０
円

（
賦
課
限
度
額
は
３
万
円

い
ず
れ
も
国
の
指
針
に
基

づ
い
て
設
定
し
た
金
額
）

で
、
上
場
株
式
等
の
配
当

所
得
等
も
加
味
し
た
所
得

割
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
税
率
改
定
に
よ
る
引
き
上
げ
額

　

令
和
７
年
度
の
医
療
費

の
状
況
か
ら
税
率
も
見
直
さ

れ
、
追
加
さ
れ
た
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
納
付
金
分
に
よ

り
税
額
・
限
度
額
が
改
定
さ

れ
ま
す
。
一
人
当
た
り
の
年

税
額
平
均
は
前
年
比
８
９
７

１
円
増
の
10
万
９
２
６
５
円

と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
併
せ
て
医
療
費
給
付
分
の
賦

課
限
度
額
も
１
万
円
増
額
さ
れ

ま
し
た
。
均
等
割
額
は
一
人
当

た
り
３
０
０
円
、
平
等
割
額
は

（
一
世
帯
あ
た
り
）
医
療
分
、

支
援
金
分
、
介
護
分
と
も
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

令
和
８
年
度
改
正
国
民
健
康
保
険
税

～
社
会
全
体
で
子
ど
も
・
子
育
て
世
帯
を
支
え
る
仕
組
み
へ
～

６　月
定例会

議
案
第
30
号



令和７年度から繰越した事業（一般会計） （円）
項目 事業名 繰越額

総務費
(地方創生事業）地域未来交付金事業 16,523,000
住宅用防犯カメラ等設置補助事業 2,000,000
社会保障・税番号制度システム整備事業 3,685,000

衛生費 上水道基本料金無償化事業 20,617,000

商工費
物価高騰対策生活応援商品券配布事業 55,107,000
地域未来交付金事業 3,000,000

土木費

緊急自然災害防止対策事業(Ⅱー３号線） 78,280,000
緊急自然災害防止対策事業(Ⅰー８号線） 47,000,000
社会資本整備総合交付金事業 206,589,000
道路メンテナンス事業 14,770,000
公営住宅長寿命化改修事業 0

消防費 緊急防災・減災事業 11,000,000
災害復旧費 公共土木施設災害復旧事業 36,192,000

合計 494,763,000

3
議会だよりへの
ご意見はこちら

　
一
般
会
計
と
同
様
に
「
上

水
道
事
業
会
計
」
お
よ
び

「
農
業
集
落
排
水
事
業
（
会

計
」
に
お
い
て
も
、
年
度
内

に
事
業
が
完
了
し
な
か
っ
た

予
算
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し

て
使
用
す
る
「
繰
越
予
算
」

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
事
業
会
計
で
繰
り
越
さ

れ
た
主
な
事
業
は
次
の
と
お

り
で
す
。

上
水
道
事
業

主
に
「
老
朽
管
更
新
事
業
に

よ
る
配
水
管
布
設
替
工
事
」

農
業
集
落
排
水
事
業

主
に
玉
川
地
区
で
進
め
ら

れ
て
い
る
「
下
水
管
布
設

工
事
」

４
億
９
４
７
６
万
３
０
０

０
円
を
今
年
度
に
繰
越

　
令
和
７
年
度
内
に
完
了
し

な
か
っ
た
事
業
を
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
と
し
て
議
会
で

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
、
地
域
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
進
め
る
「
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
」
で
２
億
６
５
８
万
９
０

０
０
円
、
安
全
な
地
域
づ
く

り
の
た
め
の
「
緊
急
自
然
災

害
防
止
対
策
事
業
」
で
Ⅱ
ー

３
号
線
の
７
８
２
８
万
円
、

Ⅰ
ー
８
号
線
の
４
７
０
０
万

円
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

報
告
第
１
号

報
告
第
２
・
３
号

　
税
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
一
方
で
、
所
得
の

低
い
世
帯
や
子
育
て
世
帯
の
負
担
を
和
ら
げ
る

た
め
の
措
置
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。

　

所
得
に
応
じ
た
均
等
割
、
平
等
割
は
世
帯
の
所
得
が
基
準
以

下
の
場
合
は
、
７
割
、
５
割
、
２
割
と
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
よ
。

軽
減
さ
れ
る
見
込
み
の
世
帯
数
は

７
割
軽
減
で
１
５
１
世
帯

５
割
軽
減
は
１
０
３
世
帯

２
割
軽
減
が
81
世
帯
あ
る
ん
だ
。

　

他
に
も
子
育
て
世
帯
や
出
産
さ
れ
る
方
へ
の
手
厚
い
サ
ポ
ー

ト
も
あ
っ
て
、
次
世
代
を
支
え
る
世
帯
に
向
け
て
減
額
制
度
も

実
施
さ
れ
る
よ
。

議会
メモ

現在

負
担
ば
か
り
が
増
え
る
の
？

支える

支える

成長して
支え手に

全世代が
支援

将来は
支えられる側に

将来

上
水
道
事
業
で
２
４
４
１

万
５
０
０
０
円

農
業
集
落
排
水
事
業
で
３

億
７
０
０
０
万
円
が
繰
越

令
和
８
年
度
上
水
道
・
農

業
集
落
排
水
事
業
会
計
の

予
算
繰
越



披露された南須釜の念仏踊り

令和６年の産業まつり風景
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村
の
秋
の
イ
ベ
ン
ト
「
た

ま
か
わ
産
業
ま
つ
り
」
。
今

定
例
会
補
正
予
算
案
に
は
開

催
予
算
が
新
た
に
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

　
村
は
産
業
ま
つ
り
に
つ
い

て
令
和
７
年
度
に
お
い
て
は

村
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典

の
開
催
な
ど
を
理
由
に
、
や

む
を
得
ず
開
催
を
見
送
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
開
催
に
向
け

て
、 

主
要
な
関
係
団
体
と

の
調
整
を
進
め
て
い
ま
し
た

が
、
「
人
員
不
足
」
と
い
っ

た
課
題
も
あ
り
、
調
整
が
難

航
し
た
こ
と
で
当
初
予
算
へ

の
計
上
を
先
送
り
さ
れ
た
経

緯
が
あ
り
ま
し
た
。

　
村
の
活
気
と
、
村
民
の
皆

様
の
交
流
や
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
産
業
ま

つ
り
存
続
と
復
活
を
願
う
声

も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

　
関
係
各
所
に
よ
る
懸
命
な

協
議
と
調
整
を
重
ね
た
結

果
、
開
催
の
目
処
が
た
ち
、

６
月
の
補
正
予
算
へ
計
上
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
補
正
予
算
の
可
決
で
一
般

会
計
総
額
は
46
億
４
０
７
７

万
円
に

　

今
回
の
補
正
予
算
案
に

は
、
た
ま
か
わ
産
業
ま
つ
り

の
開
催
経
費
と
し
て
３
０
０

万
円
に
加
え
、
地
域
の
新
た

な
担
い
手
を
支
援
す
る
「
経

営
開
始
資
金
交
付
事
業
補
助

村
に
活
気
を
！

「
た
ま
か
わ
産
業
ま
つ
り
」
補
正
予
算
で
実
施
へ

議
案
第
31
号

■
産
業
ま
つ
り
開
催
予
算
に

３
０
０
万
円
が
計
上

補 正
予 算

金
」
と
し
て
１
９
８
万
８
０

０
０
円
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
含
む
諸
事
業
の

追
加
に
よ
り
、
一
般
会
計
の

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
６
７

７
万
７
０
０
０
円
を
増
額
す

る
補
正
予
算
案
を
本
会
議
で

可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
令
和
８
年
度
に

お
け
る
玉
川
村
の
一
般
会
計

歳
入
歳
出
総
額
は
、
46
億
４

０
７
７
万
７
０
０
０
円
と
な

り
ま
す
。

令
和
８
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算



一人一台端末を活用する様子

5
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氏名 担当地区 新・再 区分
大竹　吉夫 川辺 新任 一般農業者
曲山　幸男 蒜生 再任 一般農業者
車田　覚藏 小高 再任 認定農業者
小針　　弘 中 新任 一般農業者
佐久間正美 岩法寺 再任 一般農業者
佐久間千絵 岩法寺 新任 認定新規就農者
仁井田光夫 竜崎 新任 一般農業者
円谷　兼一 南須釜 再任 認定農業者
鈴木　正志 南須釜 再任 認定農業者
吉村　明美 南須釜 再任 一般公募
野口　四郎 北須釜 新任 一般農業者
矢部　洋一 吉 新任 一般農業者
我妻　利夫 山小屋 再任 一般農業者
渡邉　秋男 四辻新田 再任 一般農業者

　

玉
川
村
の
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支

え
る
た
め
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
く

「
１
人
１
台
端
末
」
の
更

新
を
行
い
ま
す
。　

　

現
在
の
端
末
が
更
新
時

期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

村
で
は
福
島
県
の
共
同
調

達
に
参
画
。
こ
の
ほ
ど
、

村
は
総
額
２
５
８
５
万
円

で
端
末
購
入
に
関
す
る
仮

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

執
行
部
よ
り
仮
契
約
締
結

の
経
緯
が
説
明
さ
れ
、
本

会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
更
新
に
伴
い
、こ

れ
ま
で
授
業
等
で
使
用
し
て

き
た「W

indow
s

端
末
」か

ら
、「C

hrom
ebook

（
ク

ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
）」へ
と
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。新
し
い
端

末
の
導
入
は
今
年
11
月
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
へ

　

新
た
な
端
末
へ
の
移
行

に
よ
り
、
日
々
の
授
業
に

お
け
る
協
働
学
習
や
、
デ

ジ
タ
ル
教
材
を
活
用
し
た

個
別
最
適
な
学
び
が
さ
ら

に
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
よ

り
効
率
的
で
、
充
実
し
た

学
習
の
支
え
と
な
る
よ
う

期
待
し
た
い
で
す
。

　
国
が
進
め
る
「
子
ど
も
た

ち
１
人
ひ
と
り
に
パ
ソ
コ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
端
末
を
１

台
ず
つ
配
り
、
学
校
に
高
速
な

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整

備
す
る
」
計
画
の
こ
と
だ
よ
。

　

ち
な
み
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

と
は
、
「G

lo
b

a
l a

n
d 

Inno
vatio

n G
atew

ay 
for A

ll

（
す
べ
て
の
生
徒
に

グ
ロ
ー
バ
ル
で
革
新
的
な
扉

を
）
」
の
略
称
な
ん
だ
。

　
こ
れ
ま
で
の
教
科
書
や
ノ
ー

ト
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
な
ら
で

は
の
動
画
教
材
の
活
用
や
意
見

共
有
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と

で
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
、

ど
の
子
ど
も
た
ち
も
最
先
端
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
な
が

ら
、
個
性
に
合
わ
せ
た
深
い
学

び
（
個
別
最
適
な
学
び
）
を
受

け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
て
る
ん
だ
。

　

現
委
員
の
任
期
満
了

（
令
和
８
年
７
月
19
日
）

に
伴
う
「
農
業
委
員
会
委

員
」
の
任
命
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
、
委
員
14
名
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

選
任
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
各
行
政
区
長
か
ら
の

推
薦
や
公
募
に
よ
り
募

議会
メモ

新
し
い
農
業
委
員
会
の

委
員
14
名
が
決
定

り
、
有
識
者
ら
で
構
成
さ

れ
る
評
価
委
員
会
に
よ
る

厳
正
な
審
査
・
手
続
き
を

経
て
候
補
者
が
選
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
議
会
に
お

い
て
、
提
案
さ
れ
た
14
名

全
員
の
任
命
に
同
意
し
ま

し
た
。
委
員
の
任
期
は
令

和
８
年
７
月
20
日
～
令
和

11
年
７
月
19
日
ま
で
の
３

年
で
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末

２
５
０
台
の
更
改
が
決
定

議
案
第
34
号

議
案
第
35
～
48
号

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ（
ギ
ガ
）ス
ク
ー
ル

構
想
っ
て
な
に
？



６月定例会の審議内容・審議案件と各議員の賛否　　全会一致で賛成の場合、個別の賛否は省略しました。
議案番号 議　案　名 採決 内　容　等
報告第１号 繰越明許費（令和７年度一般会計） 報告 ３ページに記載
報告第２号 令和７年度上水道事業会計予算繰越計算書 報告 　　　〃
報告第３号 令和７年度農業集落排水事業会計予算繰越計算書 報告 　　　〃

議案第 24号 専決処分の承認を求めること（専決第２号令和７年度
一般会計補正予算（第８号）） 承認

令和７年度の地方消費税交付金及び地方交付
税ならびに、各種事業完了により事業費が確
定したため、歳入歳出それぞれ 8,836 万円を
減額し、予算総額 51億 2,294 万円とする。

議案第 25号 専決処分の承認を求めること（専決第３号令和７年度
国民健康保険特別会計補正予算（第３号）） 承認

令和７年度の県支出金及び保険給付費等が
確定したため、歳入歳出それぞれ 233 万円
を減額し、予算総額 6億 7,103 万円とする。

議案第 26号 専決処分の承認を求めること（専決第４号令和７年度
介護保険特別会計補正予算（第４号）） 承認

令和７年度の調整交付金、地域支援事業交付金
の額の確定に基づき、歳入歳出それぞれ 709 万
円を減額し、予算の総額 7億 4,680 万円とする。

議案第 27号 専決処分の承認を求めること（専決第５号令和７年度
後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）） 承認

令和７年度の後期高齢者医療保険料、
後期高齢者医療広域連合納付金等が確
定したため、歳入歳出それぞれ 88万円
を追加し、予算総額 7,984 万円とする。

議案第 28号 専決処分の承認を求めること（専決第６号令和７年度
宅地造成事業特別会計補正予算（第２号）） 承認

令和７年度の年度事業終了により額が確
定したため、歳入歳出それぞれ 6,039 万
円を減額し、予算総額 5,611 万円とする。

議案第 29号 税条例の一部を改正する条例 可決 軽自動車税環境性能割の廃止や地方税法等
の改正に伴う課税特例の期間延長等の改正

議案第 30号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ２ページに記載
議案第 31号 令和８年度一般会計補正予算（第１号） 可決 ４ページに記載

議案第 32号 令和８年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決
令和 8年度において、事業費納付金の決定
並びに新たな保険税算定率の算定結果に基
づき、歳入歳出それぞれ 2,704 万円を増額
し、予算総額 6億 9,257 万円とする。

議案第 33号 令和８年度介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決
介護報酬の改正に伴う介護保険システム
改修のため、歳入歳出それぞれ 62万円を
増額し、予算総額 6億 8,569 万円とする。

議案第 34号 小中学校学習者用コンピュータ売買契約の締結 可決 ５ページに記載
議案第 35号
　～第 48 号 農業委員会の委員の任命につき同意を求めること 同意 　　　〃

請願第２号 地方財政の充実・強化を求める意見書提出請願書 採択 ７ページに記載
発議第３号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出 可決 　　　〃

配備された軽四輪駆動消防車

6令和８年８月３日発行
議会だより  № 184

読みやすくするため、議案名を一部省略しています。

議会を傍聴しませんか　６月定例会の傍聴人数　 11人（令和８年累計傍聴人数26人）

次回の定例会９月上旬を予定

　
令
和
７
年
12
月
定
例
会
で
可
決

さ
れ
た
、
消
防
小
型
ポ
ン
プ
積
載

車
ダ
イ
ハ
ツ
ハ
イ
ゼ
ッ
ト
カ
ー
ゴ

一
台
、
消
防
小
型
ポ
ン
プ
ト
ー
ハ

ツ
株
式
会
社
製
一
台
を
須
釡
村
長

か
ら
大
野
消
防
団
長
へ
引
渡
し
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
小
高
分
団
に

配
備
さ
れ
ま
し
た
。

【
金
額
】

　
１
１
０
０
万
円

【
配
備
先
】

　
玉
川
村
消
防
団
小
高
分
団

【
配
備
先
分
団
の
今
後
】

　

火
災
時
は
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
と

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
２
台
体
制
。

玉
川
村
消
防
団
小
高
分
団
消

防
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
及
び

消
防
小
型
ポ
ン
プ
引
渡
式

(

令
和
８
年
６
月
11
日)

報　
告
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公立岩瀬病院企業団議会、
須賀川地方広域消防組合議会、石川地方生活環境施設組合議会

定例会・臨時会レポート

村の負担金 94０万円村の負担金 94０万円

　当村議会から公立岩瀬病院企業団議会、須賀川地方広域消防組合議会、石川地
方生活環境施設組合議会、それぞれの議会議員として定例会等へ出席しています。
　今回は３月定例会以降に開催された議会について概要をお知らせします。

〇 公立岩瀬病院企業団議会　　
　　出席者（林芳子議員）
　　令和８年３月定例議会／令和８年３月24日開催
　　・公立岩瀬病院企業団専用水道の水道技術管理者の資格に関する条例の一部を改正する条例　…　可決
　　・公立岩瀬病院企業団企業長の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例　…　可決
　　・公立岩瀬病院使用料及び手数料条例の一部改正並びに関係条例の整理に関する条例　…　可決
　　・令和８年度公立岩瀬病院企業団病院事業会計予算　…………………………………　可決

　
統
合
小
学
校
・
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
建
設
や
、
感

染
症
危
機
へ
の
備
え
な
ど
、

村
民
の
暮
ら
し
に
関
わ
る

重
要
な
案
件
に
つ
い
て
各

課
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
議
員
か
ら
は
、
選
定
の

経
過
や
今
後
の
対
応
、
村

民
へ
の
情
報
提
供
な
ど
に

つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
29
日

玉
川
村
統
合
小
学
校
・
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
建
設
基

本
設
計
業
務
委
託
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
結
果

　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

に
は
６
社
か
ら
参
加
表
明

と
技
術
提
案
が
あ
り
、
各

社
の
提
案
内
容
に
つ
い
て

２
回
の
審
査
が
行
わ
れ
、

事
業
者
が
選
定
さ
れ
た
経

過
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

議
会
と
し
て
評
価
の
透
明

性
や
選
定
理
由
等
を
確
認

し
ま
し
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
や
そ
の
他
の
呼
吸
器

感
染
症
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
、
幅
広
い
感
染
症
危
機

に
備
え
る
内
容
。
議
会
と
し

て
、
平
時
か
ら
の
備
え
や
村

民
へ
の
分
か
り
や
す
い
情

報
提
供
、
生
活
や
地
域
経
済

を
守
る
体
制
づ
く
り
の
重

要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

６
月
５
日

議
会
基
本
条
例

　
令
和
８
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
議
会
基
本
条
例
の
内

容
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
令
和

８
年
度
の
議
会
活
動
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
か
協
議

し
ま
し
た
。

付託された請願 採決結果
委員会 本会議

請願第２号
地方財政の充実・強化を求める
意見書提出請願書

採択とすべき 採択

全
員
協
議
会

請
願
審
査

請
願
名

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
提
出
請
願

請
願
者

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島

県
連
合
会
石
川
地
区
連
合
会

議
長　
芳
賀 

正
樹 

氏

紹
介
議
員

堀
越　
美
保 

議
員

主
な
内
容

少
子
高
齢
化
対
策
や
子
育
て

支
援
、
地
域
医
療
、
公
共
交

通
な
ど
を
支
え
る
た
め
、
地

方
一
般
財
源
や
地
方
交
付
税

の
確
保
・
充
実
を
国
に
求
め

ら
れ
ま
し
た
。

審査の結果
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村政村政ここがききたいここがききたい
５人の議員が質問５人の議員が質問

　一般質問とは、議員が村長など執行機関に対し、行政全般にわたる施策の状況や方針　一般質問とは、議員が村長など執行機関に対し、行政全般にわたる施策の状況や方針
などについて説明や報告を求めるものです。などについて説明や報告を求めるものです。
　住民を代表しての発言の場であることから、大きな関心と期待を持たれる大事な議員　住民を代表しての発言の場であることから、大きな関心と期待を持たれる大事な議員
活動です。活動です。

1 円谷　兼一 学校施設建設に向けて、より良い計画を ９ページ

2 岩谷　幸雄 遊水地の有効な利活用の取り組みを 10ページ

3 大羅　　将 外国人観光客の滞在型観光推進を 11ページ

4 林　　芳子 「ふるさと館」の新たなるスタート「ふるさと館」の新たなるスタート 12ページ

5 石井　清勝 土地活用と持続可能な農業を土地活用と持続可能な農業を 13ページ

※一般質問各ページは、質問した議員が執筆しております。※一般質問各ページは、質問した議員が執筆しております。

一般質問

8令和８年８月３日発行
議会だより  № 184



小学校統合による学校建設予定地
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一
般
質
問

問　
学
校
建
設
基
本
設
計

は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を

採
用
し
て
い
る
が
、
教
育

環
境
の
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
、
教
科
教
室
型
な

の
か
従
来
の
学
級
教
室
中

心
型
を
採
用
す
る
の
か
。

答　
数
年
後
中
学
校
を
も

統
合
し
た
義
務
教
育
学
校

の
開
設
を
見
据
え
て
、
現

在
の
小
学
校
と
同
じ
学
級

教
室
中
心
型
を
基
本
方
針

と
し
て
評
価
し
て
い
る
。

問　
将
来
の
学
校
形
態
変

更
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

よ
う
な
、
可
動
間
仕
切
り

や
多
目
的
利
用
な
ど
の
具

体
策
は
。

答　
学
校
形
態
の
具
体
的

な
も
の
は
基
本
設
計
の
中

に
盛
り
込
み
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

問　
木
材
を
活
用
し
た
環

境
配
慮
型
の
校
舎
や
、
（注 1）
Ｚ

Ｅ
Ｂ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）
化

を
視
野
に
入
れ
た
整
備
が

必
要
で
あ
り
、
快
適
な
室

内
環
境
を
維
持
し
な
が
ら
、

【
振
り
返
っ
て
】
円
谷 

兼
一

　

具
体
的
な
学
校
形
態
に

つ
い
て
は
基
本
設
計
に
盛

り
込
む
こ
と
で
あ
る
が
、
い

ず
れ
に
せ
よ
近
隣
市
町
村

に
は
無
い
よ
り
良
い
学
校

建
設
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

省
エ
ネ
性
能
の
向
上
や
太

陽
光
発
電
等
の
創
エ
ネ
を

取
り
入
れ
る
な
ど
の
持
続

可
能
な
校
舎
整
備
を
す
る

の
か
。

答　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
導
入
し

自
然
の
風
や
太
陽
光
の
活

用
、
高
断
熱
化
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
の
高
い
設
備
を

採
用
す
る
な
ど
、
よ
り
良

い
学
校
建
設
に
努
め
る
。

問　
太
陽
光
発
電
設
備
や

蓄
電
池
設
備
な
ど
を
導
入

す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
災
害
時
避
難
所
機

能
と
し
て
の
活
用
は
想
定

し
て
い
る
か
。

答　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
な
ど
の

導
入
に
関
し
て
も
基
本
設

計
の
中
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
災
害
時
避

難
所
に
つ
い
て
は
文
化
体

育
館
と
の
連
携
な
ど
も
検

討
し
て
い
く
。

問　
今
後
の
物
価
高
騰
や

資
材
費
・
人
件
費
の
上
昇
、

さ
ら
に
は
工
期
の
遅
延
や

工
事
内
容
の
拡
大
な
ど
に

よ
り
、
追
加
工
事
費
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

る
の
か
。

答　
最
新
の
資
材
価
格
や

人
件
費
の
動
向
を
踏
ま
え

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関

と
の
連
絡
を
密
に
し
、
効

率
的
な
施
工
体
制
を
整
え
、

追
加
工
事
の
抑
制
と
計
画

的
な
事
業
執
行
に
努
め
る
。

問　
現
在
の
建
設
市
場
に

お
け
る
急
激
な
物
価
上
昇

リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
ど
の

程
度
事
業
費
に
反
映
し
て

い
る
の
か
。

答　

実
施
設
計
に
お
い

て
、
社
会
情
勢
や
物
価
の

動
向
状
況
の
情
報
収
集
に

努
め
、
設
計
業
者
と
の
連

絡
を
密
に
し
て
よ
り
良
い

実
勢
価
格
と
な
る
よ
う
円

滑
な
事
業
推
進
に
努
め
る
。

問　
資
材
不
足
や
人
手
不

足
等
に
よ
り
工
期
遅
延
が

発
生
し
た
場
合
、
ど
の
時

点
で
議
会
や
村
民
へ
情
報

共
有
を
行
う
の
か
。

答　
大
幅
な
変
更
が
あ
る

場
合
は
、
議
会
や
村
民
に

情
報
の
共
有
を
し
て
い
く
。

質問に込めた想い
学校建設には高額な事業費が見込まれる。村民が不安や疑問を抱かないよう
な、相当額になる建設計画が必要であるため、それ相応の実行をしてもらい
たい。

学校施設建設に向けて、より良い計画を学校施設建設に向けて、より良い計画を

円
つむらや

谷 兼
けんいち

一 議員

（注1）
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
と
は
、
省
エ
ネ
と
太
陽

光
発
電
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
、
建

物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
実
質
ゼ
ロ

に
近
づ
け
る
こ
と
。



遊水地内に整備された試験圃場
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一
般
質
問

問　
遊
水
地
内
の
利
活
用

に
つ
い
て
、
地
域
振
興
に
寄

与
す
る
方
法
は
あ
る
の
か
。

答　
阿
武
隈
川
上
流
遊
水

地
群
地
内
利
活
用
検
討
会

で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
農
地
と
し
て
の
利
活

用
は
減
少
す
る
農
地
を
補

え
る
こ
と
か
ら
、
大
い
に

期
待
し
て
い
る
。
国
に
お

い
て
は
官
民
連
携
に
よ
る

利
用
方
法
に
つ
い
て
も
検

討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
交
流
施
設

や
収
益
性
の
高
い
施
設
の

設
置
、
研
究
機
能
を
有
し

た
施
設
の
設
置
な
ど
も
考

え
ら
れ
る
の
で
総
合
的
に

勘
案
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

問　
水
田
の
実
証
実
験
を

し
て
い
る
が
、
排
水
や
用

水
に
関
し
て
不
安
を
感
じ

て
い
る
人
が
実
際
に
い
る

が
、
そ
の
よ
う
な
不
安
を

払
拭
し
て
安
心
し
て
使
用

可
能
な
も
の
に
す
る
た
め

に
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答　
利
用
者
側
の
初
期
投

資
が
極
力
少
な
く
な
る
よ

う
に
、
国
が
主
体
的
に
水

田
整
備
を
行
う
よ
う
求
め

て
い
く
。

問　
遊
水
地
立
地
自
治
体

に
対
す
る
支
援
措
置
の
創

設
を
国
に
求
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
遊
水
地
整
備
に
よ
る

農
業
生
産
高
や
税
収
の
減

少
を
補
填
し
、
立
地
自
治

体
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
ダ
ム
事
業
の
支
援
制

度
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

実
情
に
即
し
た
実
効
性
の

あ
る
支
援
措
置
の
構
築
・

拡
充
に
つ
い
て
、
国
へ
粘

り
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

問　
具
体
的
な
支
援
措
置

で
、
財
政
支
援
、
地
域
振

興
支
援
、
維
持
管
理
へ
の

支
援
等
を
ど
の
よ
う
な
形

で
進
め
て
い
く
の
か
。

答　
解
決
す
べ
き
６
つ
の

課
題
が
あ
り
、
１
つ
は
移

転
補
償
関
係
、
２
つ
目
は

周
辺
環
境
整
備
事
業
の
不

足
、
３
つ
目
は
内
水
処
理

対
策
、
４
つ
目
は
地
内
の

【振
り
返
っ
て
】
岩
谷 

幸
雄

　

遊
水
地
を
整
備
し
て
も
、

荒
れ
は
て
た
雑
林
地
に
な

ら
な
い
よ
う
な
仕
組
み
を

創
り
、
村
民
が
安
心
で
き

る
生
活
を
続
け
る
た
め
に
、

よ
り
良
い
成
果
が
得
ら
れ

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
実

施
し
て
ほ
し
い
。

質問に込めた想い
本村における遊水地は、国と連携をしながら整備し有効な利活用ができるの
か。野放し状態にならないように運営をしてもらいたい。

遊水地の有効な利活用の取り組みを遊水地の有効な利活用の取り組みを

岩
い わ や

谷 幸
ゆ き お

雄 議員

利
活
用
に
関
し
て
、
５
つ

目
は
財
政
支
援
の
不
足
、

６
つ
目
は
協
議
会
等
の
設

置
と
い
う
課
題
を
共
有
し

な
が
ら
、
国
や
県
に
対
し

て
要
望
を
し
て
い
る
。

問　
遊
水
地
設
置
に
か
か

る
地
域
の
負
担
を
流
域
全

体
で
共
有
す
る
仕
組
み
を

創
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答　
流
域
全
体
が
一
つ
の

共
同
体
と
し
て
治
水
対
策

に
取
り
組
む
観
点
か
ら
、

遊
水
地
立
地
地
域
の
負
担

に
つ
い
て
は
、
受
益
地
域

を
含
め
た
流
域
全
体
で
支

え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
国
や
県
に
制
度
の
構

築
等
を
強
く
求
め
て
い
る
。

問　
受
益
地
域
を
含
め
た

流
域
全
体
で
支
え
合
う
制

度
の
創
設
を
国
や
県
に
ど

の
よ
う
に
求
め
て
い
く
考

え
な
の
か
。

答　
国
や
県
と
は
緊
密
な

連
携
が
必
要
で
あ
り
、
国

と
は
定
期
的
な
打
ち
合
わ

せ
は
毎
月
一
回
程
度
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
組
織
化

も
含
め
て
必
要
な
こ
と
に

つ
い
て
し
っ
か
り
と
求
め

て
い
く
。
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一
般
質
問

台湾からも訪れる森の駅ヨッジ

問　
外
国
人
観
光
客
数
の

把
握
状
況
は
。

答　
昨
年
森
の
駅yodge

に
宿
泊
し
た
外
国
人
観
光
客

数
は
40
名
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
台
湾
か
ら
で
、
観
光
目
的

で
宿
泊
さ
れ
た
。
前
年
の
５

名
と
比
較
す
る
と
増
え
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
３
名
の
外

国
人
が
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ

た
ま
か
わ
を
利
用
し
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
か
ら
の
観
光
客
だ
っ

た
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

問　
案
内
表
示
や
観
光
情

報
等
に
お
け
る
多
言
語
対
応

の
現
状
は
。

答　
村
内
の
観
光
関
連
施

設
や
景
勝
地
、
各
史
跡
等

へ
の
案
内
看
板
は
日
本
語

表
示
の
み
で
、
現
在
は
多

言
語
に
対
応
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
昨
年
１
年
間
の

訪
日
外
国
人
観
光
客
数
は

４
０
０
０
万
人
を
超
え
て

過
去
最
多
と
な
り
、
日
本

を
複
数
回
訪
れ
る
リ
ピ
ー

タ
ー
は
、
地
方
で
の
観
光

に
移
行
し
て
い
る
と
の
見

解
が
あ
る
。
今
後
広
域
的

な
連
携
に
よ
り
、
観
光
案

内
板
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
多
言

語
化
に
よ
る
情
報
発
信
に

取
込
む
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

問　
外
国
人
観
光
客
が
村

内
を
周
遊
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
と
し
て
、
交
通
対
策
や

宿
泊
事
業
者
、
飲
食
店
と
の

連
携
は
。

答　
交
通
面
に
お
い
て
は
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
よ
る
観
光

ツ
ア
ー
を
除
け
ば
レ
ン
タ

カ
ー
や
タ
ク
シ
ー
が
必
要
に

な
り
、
自
由
に
観
光
地
を
巡

れ
る
交
通
環
境
は
な
い
が
、

今
後
広
域
的
な
連
携
も
含
め

て
検
討
す
る
。
宿
泊
事
業
者

や
飲
食
店
等
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、
森
の
駅yodge

で
台
湾
か
ら
の
観
光
客
を
受

け
入
れ
て
い
る
た
め
、
よ
り

よ
い
観
光
サ
ー
ビ
ス
や
誘
客

に
繋
が
る
よ
う
に
、
観
光
関

連
の
事
業
者
と
連
携
の
あ
り

方
等
を
含
め
て
調
査
検
討
し

て
い
く
。

問　
外
国
人
観
光
客
向
け

【
振
り
返
っ
て
】
大
羅　

将 

　
移
住
者
と
し
て
、
本
村
は

魅
力
に
溢
れ
て
い
る
村
だ
と

感
じ
る
。
こ
の
魅
力
を
海
外

へ
発
信
す
る
た
め
に
、
村
長

が
掲
げ
る
選
択
と
集
中
で
、

玉
川
村
が
よ
り
輝
け
る
よ
う

に
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

の
情
報
発
信
及
び
Ｐ
Ｒ
方

法
は
。

答　
昨
年
度
は
、
台
湾
高

雄
市
に
お
い
て
日
本
台
湾
交

流
協
会
が
主
催
す
る
「
日

台
高
雄
フ
ル
ー
ツ
祭
」
で
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
さ
る
な
し
ド

リ
ン
ク
等
を
配
布
す
る
Ｐ
Ｒ

を
実
施
。
世
界
に
様
々
な
情

報
発
信
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
Ｘ
等

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
積
極
的
に
活
用

す
る
こ
と
が
、
外
国
人
観
光

客
の
誘
客
に
有
効
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
県
内
に
拠
点

を
置
き
、
台
湾
と
の
交
流
促

進
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る

「
福
島
も
も
娘
」
と
連
携
し

な
が
ら
、
本
村
の
魅
力
発
信

を
効
果
的
に
行
っ
て
い
く
。

問　
今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
推
進
に
お
け
る
課
題
と
具

体
的
な
目
標
は
。

答　
台
湾
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
来
県
し
て
い
る
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
本
村
に

滞
在
し
て
い
な
い
、
通
過
型

観
光
と
い
う
現
状
。
福
島
空

港
の
所
在
自
治
体
と
い
う

優
位
性
が
活
か
せ
ず
、
本

村
で
の
観
光
や
滞
在
に
繋

が
っ
て
い
な
い
こ
と
が
大

き
な
課
題
の
一
つ
だ
と
考

え
る
。
今
後
は
空
港
所
在
地

と
い
う
優
位
性
を
出
し
て
、

県
な
ど
が
主
催
す
る
観
光

関
連
の
商
談
会
や
旅
行
会

社
へ
の
積
極
的
な
売
込
み

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質問に込めた想い
2025年に福島県内に宿泊した外国人は延べ34万6,000 人と過去最多を更新
した。福島空港に降り立った外国人観光客が、本村ならではの魅力を感じ、
安心して周遊や滞在ができる環境づくりを進めてほしい。

外国人観光客の滞在型観光推進を外国人観光客の滞在型観光推進を

大
お お ら

羅　将
ひとし 議員
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一
般
質
問

問　
災
害
時
の
避
難
施
設

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
防

災
機
能
を
整
備
し
た
の
か
。

答　
ふ
る
さ
と
館
の
改
修

に
あ
た
り
ふ
る
さ
と
館
に

特
化
し
た
備
蓄
品
、
非
常

用
電
源
等
の
新
た
な
防
災

機
能
の
整
備
は
行
っ
て
い

な
い
。
す
が
ま
プ
ラ
ザ
交

流
セ
ン
タ
ー
及
び
た
ま
か

わ
文
化
体
育
館
の
防
災
倉

庫
に
、折
り
畳
み
簡
易
ベ
ッ

ド
３
０
０
台
、
飲
料
水
約

１
３
０
０
ℓ
（
１
４
０
人

が
３
日
間
で
必
要
と
す
る

量
）
他
非
常
食
な
ど
を
備

蓄
し
て
い
る
。
今
後
は
必

要
な
備
蓄
品
の
計
画
的
購

入
、
使
用
期
限
到
来
品
の

更
新
な
ど
適
正
な
品
質
在

庫
管
理
を
行
う
。

　

今
回
の
改
修
工
事
で
は
、

ふ
る
さ
と
館
内
へ
水
道
設

備
の
設
置
、
た
ま
か
わ
文

化
体
育
館
の
シ
ャ
ワ
ー
設

備
を
２
基
、
グ
ラ
ン
ド
西

側
に
は
移
動
式
コ
ン
テ
ナ

ト
イ
レ
を
設
置
。

　

非
常
用
電
源
に
つ
い
て

【
振
り
返
っ
て
】
林　

芳
子

　

平
日
の
放
課
後
や
土
日

に
は
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
利
用
す
る
姿
を
よ
く

見
か
け
、
た
ま
か
わ
文
化

体
育
館
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
身
近
で
親
し
み
の

あ
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
「
ふ
る
さ
と
館
」

も
、
子
ど
も
た
ち
や
村
民
が

気
軽
に
集
い
、
交
流
を
深

め
る
場
と
し
て
利
用
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
防
災
拠
点
と
し
て

の
重
要
な
役
割
も
あ
る
た

め
、
有
事
の
際
に
も
村
民

の
安
心
を
支
え
る
施
設
と

な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

は
、
す
で
に
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
と
蓄
電
池
、
さ

ら
に
可
搬
型
蓄
電
池
や
発

電
機
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
車
両
１
台

を
整
備
。

　

避
難
所
の
運
営
体
制
は
、

村
職
員
が
主
と
な
り
、
玉

川
村
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
行
政
区
や
自
主
防
災

組
織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
と
協
力
し
運
営
す
る
。

問　
村
民
の
交
流
拠
点
と

し
て
の
事
業
、
利
用
促
進

策
は
。

答　
平
時
に
お
い
て
は
、

村
民
が
気
軽
に
自
由
に
集

え
る
憩
い
の
場
と
し
、
勉

強
や
会
議
、ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
生
涯
学
習
教
室
、
イ

ベ
ン
ト
の
活
用
。
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
に
応
じ
「
自
分

の
場
」
と
し
て
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
を
目
的
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
利
用

促
進
は
、
村
広
報
紙
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の

活
用
。

問　
今
後
の
管
理
運
営
方

針
、
利
用
目
標
は
。

答　
た
ま
か
わ
文
化
体
育

館
内
の
施
設
と
し
て
、
安

全
点
検
と
日
々
の
清
掃
を

徹
底
し
、
皆
が
安
全
に
快

適
に
利
用
で
き
る
よ
う
適

切
な
管
理
運
営
に
努
め
る
。

利
用
目
標
は
、
村
民
の
拠

点
施
設
と
し
て
活
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　
た
ま
か
わ
文
化
体
育

質問に込めた想い
いつ災害が発生しても不思議ではない時代であるが、本施設が防災拠点とし
て活用される事態が訪れないことを願っている。普段は、村民の皆様が安心
して集い、交流を深める場として活用方法を考えてほしい。

「ふるさと館」の新たなるスタート「ふるさと館」の新たなるスタート

林
はやし

　芳
よ し こ

子 議員

館
周
辺
の
携
帯
電
話
通
信

環
境
の
計
画
は
。

答　
民
間
業
者
に
よ
る
ア

ン
テ
ナ
設
置
計
画
が
進
ん

で
お
り
、
今
年
８
月
ま
で

に
は
設
置
完
了
す
る
と
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。



13
議会だよりへの
ご意見はこちら

一
般
質
問

【振
り
返
っ
て
】
石
井 

清
勝

　

合
理
的
な
土
地
利
用
と

農
業
の
将
来
に
つ
い
て
、

多
面
的
な
視
点
か
ら
質
問

を
し
た
。
村
か
ら
前
向
き

な
答
弁
も
あ
っ
た
が
、
今

後
は
具
体
的
な
制
度
の
実

現
と
、
着
実
な
取
り
組
み

を
し
て
い
た
だ
き
、
次
世

代
に
繋
げ
る
施
策
を
考
え

て
ほ
し
い
。
地
域
の
農
地

を
守
る
た
め
に
も
、
農
家

の
声
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
農
業
振
興
を

期
待
し
て
い
る
。

問　
合
理
的
な
土
地
利
用
と

農
業
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　
合
理
的
な
土
地
利
用

と
農
業
に
つ
い
て
は
、
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
を

踏
ま
え
、
農
地
に
つ
い
て

は
地
域
ご
と
の
特
色
に
合

わ
せ
た
農
業
振
興
策
を
推

進
す
る
。
各
行
政
区
で
は

地
域
農
業
の
将
来
の
在
り

方
と
合
理
的
な
農
地
の
利

用
を
定
め
た
地
域
計
画
を

尊
重
し
、
こ
れ
ら
の
計
画

に
沿
っ
た
農
地
の
利
用
を

推
進
し
て
い
く
。

問　
耕
作
放
棄
地
の
今
後

の
対
応
は
。

答　
農
地
バ
ン
ク
制
度
を

整
備
し
、
農
地
の
所
有
者

と
農
地
を
借
り
た
い
方
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て

い
る
が
少
な
い
現
状
。
耕

作
放
棄
地
の
再
活
用
、
利

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
県
で
は
遊
休
農
地
の

補
助
金
（
雑
草
の
刈
り
取

り
、
作
物
を
栽
培
す
る
）
を

活
用
し
な
が
ら
耕
作
放
棄

地
の
対
策
を
し
て
い
る
が

村
の
考
え
は
。

答　
ま
ず
は
様
々
な
国
の

支
援
制
度
、
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
制
度
や
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
交
付

金
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を

活
用
し
な
が
ら
草
刈
り
等
実

施
す
る
の
も
一
つ
。
さ
ら
に

は
農
村
型
地
域
運
営
組
織
で

あ
る
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
を
立
ち
上

げ
、
事
務
局
を
し
っ
か
り
さ

せ
地
域
の
維
持
管
理
が
で
き

る
よ
う
設
置
に
向
け
て
勉
強

し
な
が
ら
現
実
的
に
動
い
て

い
る
。
県
の
農
林
事
務
所
等

と
意
見
交
換
を
行
っ
て
、
支

援
制
度
を
ど
の
よ
う
に
活
用

が
出
来
る
か
な
ど
、
条
件
等

を
確
認
し
な
が
ら
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
考
え
。

問　
認
定
農
業
者
に
対
す

る
支
援
強
化
の
考
え
は
。

答　
担
い
手
支
援
事
業
に

お
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
農

業
機
械
の
自
動
化
や
省
力

化
経
営
規
模
拡
大
に
つ
な

が
る
機
械
設
備
の
導
入
に

係
る
経
費
の
補
助
等
、
安

定
し
た
営
農
が
で
き
る
よ

う
支
援
し
て
い
る
。

問　
認
定
農
業
者
間
の
情

報
交
換
を
す
る
場
が
現
在

な
い
現
状
で
あ
る
。
今
後

の
た
め
に
情
報
交
換
で
き

る
場
を
、
作
っ
た
ほ
う
が

い
い
と
考
え
る
が
。

答　
同
じ
認
定
農
業
者
同

士
の
交
流
が
う
ま
く
い
く

よ
う
な
方
策
を
、
考
え
て

い
く
の
は
必
要
な
こ
と
だ

と
考
え
る
。

問　
農
業
の
担
い
手
確
保

に
向
け
た
支
援
は
。

答　
新
規
就
農
者
の
就
農

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
担
い

手
育
成
支
援
チ
ー
ム
に
よ

る
営
農
相
談
や
技
術
指
導

等
を
行
っ
て
い
る
。
就
農

を
希
望
す
る
移
住
者
に
対

し
て
た
ま
か
わ
く
ら
し
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
と
の

連
携
も
密
に
し
な
が
ら
、
農

業
の
担
い
手
確
保
を
総
合

的
に
推
進
し
て
い
く
。

問　
新
規
就
農
者
に
農
業

委
員
会
か
ら
農
地
、
機
械
、

施
設
を
紹
介
す
る
取
り
組

み
を
他
市
町
村
が
行
っ
て

質問に込めた想い
農地の有効活用と担い手の確保は、地域の将来を左右する重要な課題。耕作
放棄地対策や認定農業者への支援、新規就農者の育成を通じ、持続可能で活
力ある農業と地域づくりの実現を目指してほしい。

土地活用と持続可能な農業を土地活用と持続可能な農業を

石
いし

井
い

 清
きよかつ

勝 議員

い
る
が
こ
の
制
度
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答　
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
制

度
だ
と
思
っ
て
い
る
。
他

市
町
村
で
行
っ
て
い
る
現

状
に
つ
い
て
調
査
検
討
し
、

本
村
で
も
活
か
し
て
い
け

る
か
研
究
し
て
い
く
。
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歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
等
で
構
成
さ
れ

る「
須
釜
小
学
校
庭
園
保
存
会
」は
、

今
年
で
設
立
40
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
６
月
13
日
、
早
朝
か
ら
会
員
の

皆
さ
ん
が
校
庭
内
の
樹
木
や
植
栽

の
手
入
れ
を
行
い
、
美
し
い
環
境
を

整
え
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
は

手
入
れ
の
行
き
届
い
た
校
庭
を
眺

め
な
が
ら
登
校
し
、
そ
の
活
動
は

学
校
の
教
育
環
境
を
支
え
続
け
て

い
ま
す
。
須
釜
小
学
校
の
校
庭
は
、

県
内
で
も
優
れ
た
学
校
環
境
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
思
い
が
込
め

ら
れ
た
校
庭
が
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
続
け
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

わかりやすい表現方法等への見直しを検討し、多くの皆様に活用して
いただけるよう良い方法がないか調査研究していく。

一般質問のその後は

令和7年12月定例会
玉川村健康管理事業の要綱で「団体」の規定など、わかりやすさに欠けな
いか。
また、１回の申請に２泊まで助成が受けられるが、年2回の申請の上限が
あることで、1泊ずつの申請では申請回数の上限によって、本来受けられる
最大8000円の助成のうち半分の4000円しか受けられない。1泊の申請
であれば年4回まで申請を可とするなど見直しを検討してはどうか。

追跡

より自由度が高く、助成金の最大限活用を可能に！

表
紙
の
写
真
説
明

これまでこれまで

具体的には…

１泊の場合でも、年に２回までし
か申請できないから4000円しか
受け取れない…

1泊なら年に４回まで申請できる
から、8000円満額の助成が受け
取れることに！

４月から４月から

実施要綱から
「団体」を削除
「申請年２回まで」を「年４泊まで」に変更

第２条　１回につき10名以上の利用に限りこの事業の対象
第５条　助成金の額は、１泊2,000円とし、1回2泊まで
第６条　助成に係る宿泊日数は、年間一人4泊まで
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議会だよりへの
ご意見はこちら

Aさん

Bさん

広報委員会から

　予算や事業内容については、総額だけでなく、前年度との比較や
具体的な使い道が示されると、より理解しやすくなると思います。
　実証実験や各種補助事業についても、予算の内訳や対象者数、1
人当たりの補助額などが掲載されると分かりやすいですし、各事業
の活動内容や成果、収支状況、給食費補助や公共施設管理に関する
内容なども、もう少し具体的に説明されていると分かりやすいと感
じました。

　現在の議会は、変わろうとしているように感じます。
特に 3 月号の議会だよりは、色使いやレイアウトが洗練され、内容
も以前より格段に読みやすくなりました。
　議会基本条例の制定により、議員の役割や責任について分かりや
すく示されたことも、大きな一歩だと思います。今回の条例制定が、
より良い議会活動につながることを期待しています。
　一般質問の欄も、議場でのやり取りを想像しながら読むことがで
き、興味深く感じました。

　今回、読者の皆様から多くのご意見をお寄せいただき、村民に分か
りやすい情報発信の重要性を改めて実感しました。議員としての視点
だけでなく、読者の皆様の目線を大切にしながら、予算額だけでなく
事業内容や成果、効果がより伝わる議会だよりづくりに努めてまいり
ます。

議会だよりへのご意見ご感想が届きましたのでご紹介します。

「議会だより183号」 声
３月定例会のあらまし� …………………４～９第１回臨時会� …………………………………９玉川村議会基本条例� …………………10～11村政ここがききたい� …………………12～19議会活動� ………………………………………20玉中生とのワークショップ� …………………22

主な内容

３月定例会

№183
令和８年
５月１日

議会だより

たまかわ

未
あ す

来への挑戦！ 明るく 元気な たまかわ

（玉川第一小学校 卒業式より）
（玉川第一小学校 卒業式より）

おめでとう！笑顔と
おめでとう！笑顔と拍手に見送られて拍手に見送られて

読 者 か ら の

村民にとって身近な議会だよりになることを期待します。

制度の利用促進につながる工夫にも期待します。
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こ
れ
ま
で
２
年
間
に
渡
り
「
広
報
委

員
と
玉
中
生
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

取
材
活
動
中
「
村
で
は
ど
ん
な
人
が

活
躍
し
て
い
る
の
か
」
と
言
っ
た
声
が

あ
り
、
今
回
か
ら
「
輝
く
人
」
と
題
し
、

活
躍
す
る
方
々
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
掲
載
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
域
で
輝
く
方
々
の
声
を
伝
え
る
こ

と
で
、
玉
川
村
の
魅
力
を
再
発
見
し
て

い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ま
の
声
を
大
切
に
し
、

よ
り
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
て
刷
新
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
委
員
長　
大
羅　
　
将

イン
タビュー

輝く人

あ
と
が
き

あ
と
が
き

遠
えんどう
藤　雅

ま さ と
人さん

福島県二本松市出身

16令和８年８月３日発行
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遠藤さんとのインタビュー風景

　

コ
ロ
ナ
禍
を
言
い
訳
に

し
て
「
仕
事
が
な
い
」
と

は
言
い
た
く
な
く
、「
コ
ロ

ナ
の
お
か
げ
で
良
い
仕
事

に
出
会
え
た
」
と
言
え
る

自
分
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

知
人
に
紹
介
さ
れ
た
森
の

駅yodge

の
幻
想
的
な
夜

景
に
感
動
し
、「
こ
こ
で
働

き
た
い
」
と
強
く
思
い
ま

し
た
。

　

二
本
松
市
に
い
た
頃
は
、

玉
川
村
に
空
港
が
あ
る
こ

と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

訪
れ
る
機
会
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
５
年
前
に
四

辻
新
田
地
区
で
１
年
間
暮

ら
し
、
地
域
の
行
事
や
四

季
の
魅
力
に
触
れ
、
住
ん

で
初
め
て
分
か
る
魅
力
を

実
感
し
、
今
で
は
多
く
の

人
に
玉
川
村
の
良
さ
を
伝

え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

玉
川
村
に
は
、
各
分
野

で
活
躍
す
る
魅
力
あ
る
事

業
者
が
多
く
い
ま
す
。
今

後
は
事
業
者
同
士
が
交
流

し
、
情
報
交
換
や
連
携
を
深

め
ら
れ
る
場
が
あ
る
と
良

い
な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
や
文
字

フ
ォ
ン
ト
な
ど
、
玉
川
村
全

体
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に

つ
な
げ
ら
れ
る
機
会
を
創

出
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

人
と
の
距
離
が
近
く
、

地
域
を
大
切
に
す
る
人
た

ち
と
の
出
会
い
か
ら
多
く

の
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

今
で
は
、
そ
の
温
か
い
環

境
の
中
で
働
け
る
こ
と
に

大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。

出
会
い
が
つ
な
い
だ

玉
川
村
と
の
縁

村
へ
の
想
い

き
っ
か
け

村
に
来
て

村
へ
の
期
待

乙な駅たまかわのスタッフの皆さん

森の駅yodgeと乙な駅たまかわの責任者で、東京都と
玉川村で二拠点生活を送っている遠藤雅人さんにお話を
お聞きしました。


